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午後２時００分  開 会 

 

１．あいさつ 

 

２．議題 

  第２期江南市子ども・子育て支援事業計画（案）について（資料） 

事務局より説明【第１章～第３章】（資料を章ごとに分けて説明） 

質疑 

委員   子どもの人口の推移と推計について、例えば平成 26年の０歳児が

平成 27年の１歳児となるにつれて、児童数が増加しているのは転入

による増加ということか。 

 

事務局  転入による増加と考えております。また、令和２年から令和６年は

推計値であり、総合計画の人口目標を踏まえて推計しています。 

 

委員   第３章の基本理念に、「学校だけでなく、地域の中で社会性を身に

つけ」と記載があるが、具体的にどういった主要事業がこの部分に

あたるのか。 

 

事務局  主要事業の「小学生の放課後の居場所づくりの充実」が対応してい

ます。 

 

委員   第１章の計画の位置付けについて、県計画との関係で矢印が県から

市へ一方向となっているがなぜか。 

 

事務局  現在、県も計画を見直しているところで、県全体の計画を踏まえた

江南市の計画であることから、県全体計画の一部という考えで双方

向ではなく一方向としております。 

 

委員   県と市の立場は対等でも良いと思う。 

 



委員   児童館活動は、放課後の居場所づくりの主要事業として考えられる

のではないか。 

 

事務局  すべての小学校区で実施していないため、含めておりません。 

 

委員   第３章で同じような言い回しをしている箇所があるため、文章の構

成を見直しできないか。 

 

事務局  検討します。 

 

事務局より説明【第４章】 

 

委員   乳児家庭全戸訪問事業について、対象者数より訪問件数が少ないの

はなぜか。 

 

事務局  訪問される前に転出された方や長期の里帰りをしている方がいる

ためです。 

 

委員   母親がノイローゼやうつ傾向という場合も考えられるが、そういっ

た際のフォローはあるか。 

 

事務局  乳児家庭全戸訪問事業の担当課も加わった情報共有を行う会議の

中で、児童虐待につながらないよう今後のフォローを検討していま

す。 

 

委員   虐待が疑われる報告件数は、実際どの程度あるのか。 

 

事務局  リスクが疑われるという報告件数は、平成 30年度で５件ありまし

た。詳細については、健診の面談で２件、他市町からの情報提供が

１件、病院から１件、県の相談窓口が１件となっております。 

 

委員   民生委員は、地域での相談などの役割を担っているが、相談を必要

とする家庭がどこにいるのかが分からないという声ある。市では、

今後どのような相談体制を検討しているか。 

 

事務局  地域子育て支援拠点事業において、子育てに関する相談等の体制を

構築しています。また、令和２年度からは利用者支援事業として総

合的な支援をワンストップで提供する子育て世代包括支援センター



を設置します。 

 

委員   将来的に地域ごとに体制が構築できると良いと思う。 

 

委員   ショートステイについては、アンケート結果をみると潜在的なニー

ズがあるように感じられるが、周知の方法をどのように検討してい

るか。 

 

事務局  周知方法の１つとしてホームページでの周知が考えられます。また、

実際に利用される方としては、窓口に相談がくることが想定されま

すので、相談内容に応じて有効に周知を図りたいと考えています。 

 

委員   病児・病後児保育の利用助成の実績をお聞かせください。 

 

事務局  病児・病後児保育の利用助成の実績は、平成 30年度では８世帯で

９回の利用がありました。平成 29年度は７世帯で 16回の利用でし

た。 

 

委員   幼稚園の広域利用について、前計画において一宮市で 100人となっ

ているが、今回は 300人となっているのはなぜか。 

 

事務局  直近の実績をもとに今回は一宮市への広域利用を 300人としま 

した。 

 

事務局より説明【第５章】 

委員   文章表現が分かりにくい部分があるため、校正を検討していただき

たい。 

 

事務局  検討します。 

 

３．その他 

  事務局より報告 

 

 

午後３時２０分 閉会 


